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中部経済産業局長
紀村　英俊

　平成24年の新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。
　中部地域はものづくりの一大集積の拠点であり、これまで輸送用機械製造業を基軸と
して我が国の経済成長を牽引してまいりました。しかし、我が国経済は、ＥＵの先行き不
透明感による影響が懸念されるだけでなく、歴史的な円高の進行により企業収益が圧迫
されており、当地域にとっては厳しい事業環境にあります。
　こうした状況の中、我が国のリーディング産業である自動車産業が力を持ちつつ、雇
用を生み出す新産業の創出や海外市場の開拓により、新たな付加価値を創出し続けるこ
とが重要でございます。
　中部経済産業局といたしましては、今日の状況をしっかりと見据え、海外市場も念頭
に置きつつ、当地域独自の成長戦略である「中部地域八ヶ岳構造創出戦略」を引き続き強
力に推進してまいります。
　第一は、次世代自動車です。電動化・ＩＴ化等に伴う次世代コア技術の開発拠点整備、
次世代サービスモデルの実証等を通じた新たなモビリティビジネスの創造強化を行い、
車単体だけでなく、サービスと一体となったシステムの開発・生産等の拠点化に取り組
んでまいります。
　第二は、航空機・ビジネスです。中部地域は、我が国最大の航空宇宙産業の集積地となっ
ておりますが、国際競争力を強化し、更なる世界市場獲得のための海外の販路開拓支援
と併せて航空機イノベーション拠点の整備に取り組んでまいります。
　第三は、ヘルスケア・ビジネスです。高齢化の進展等を背景に、我が国の新たな主要産
業として、高い成長と雇用創出が見込まれており、ものづくりとサービスの融合による
新たなヘルスケア関連サービスの創出に幅広く取り組んでまいります。
　第四は、グリーン・アンド・クリーン・ビジネスです。低炭素社会の実現に向け、使用済
み小型家電等のリサイクルモデルの普及等、次世代のエネルギー・社会システムの形成
に努めてまいります。
　また、これらの産業の担い手である中小企業の支援及び農山漁村の活性化支援につい
ても積極的に取り組んでまいります。具体的には、「ものづくり基盤技術」の高度化支援
を行うとともに、中小企業者と農林漁業者が連携し、新たな価値を生み出す「農商工連携」
や「農業の産業化」を強力に支援してまいります。併せて商店街とまちづくり会社等とが
連携して行う地域のまちづくり計画と一体となった商業活性化の取り組みも支援して
まいります。
　さらに国民生活の安全・安心の確保については、社会を支える資源・エネルギーの安定
供給の確保のため地域の電力需給対策に万全を期すとともに、地域が一体となった防災
力・減災力の向上による「災害に強いものづくり中部」の構築等に取り組んでまいります。
　以上の政策展開に当たっては、関係機関が一体となるべく連携を図っていき、出来る
だけ広域的な観点からきめ細かい対応をしてまいります。
　最後になりましたが、皆様のますますの御発展を祈念するとともに、経済産業行政へ
の御支援と御協力をお願いいたしまして、新年の御挨拶とさせていただきます。
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事業報告事業報告

　ＪＦＣＣは、新公益法人制度に基づく新法人への移行について、一般財団法人への移行認可申請を７月に内閣府へ
行い、この度、公益認定等委員会において認可の基準に適合するとの答申がなされました。これを受け、平成24年2月1
日をもって『一般財団法人ファインセラミックスセンター』へ移行すべく準備を進めております。
　一般財団法人への移行後におきましても、更なる活動の充実を図り、ファインセラミックスを主とした材料の研究
開発等を通じて、産業振興及び経済の発展のため、なお一層努力して参ります。今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう
お願い申し上げます。

2011年度賛助会員（特別･普通合同）懇談会の開催

ファインセラミックスシンポジウム2011開催

お知らせ

　10月26日（水）愛知県産業労働センター（ウインクあいち）において、ファイ
ンセラミックスシンポジウム2011を開催しました。
　本年度は『高機能コーティングの産業応用と将来展望』と題して、第一線でご
活躍の方々に、CVD等の高機能コーティングは社会に、とりわけものづくりに
どのように役立っているのかを、電池及び半導体等のエネルギー分野で活躍し
ているセラミックスコーティングを中心に、その産業応用と将来展望について、
応用製品の紹介もまじえて、わかりやすくご講演していただきました。
　企業・研究機関・官公庁等から約200名の方々が参加され、活発な討議が行わ
れ、意義あるシンポジウムとすることができました。来年度も皆様のご希望を
できるだけ取り入れるように企画立案いたします。

　10月26日（木）、愛知県産業労働センター 
ウインクあいちで賛助会員懇談会を開
催しました。
　岡本理事長の挨拶に始まり、会員企業
のＰＲプレゼンテーション、会員相互お
よびJFCC役職員との交流会をおこない
ました。今回から、会場をウインクあい
ちに変更した結果、交通の利便性が良い
と好評でした。

基調講演 「新しいクリーンエネルギー源、太陽電池への高機能コーティング技術の応用」

太陽光発電技術研究組合　　理事長　桑野　幸徳　氏

講演 1 「ＳｉＣパワーデバイスの最新動向と応用展開」

株式会社　東芝　研究開発センター　研究主幹　四戸　　孝　氏

講演 2 「グラフェンの電子デバイス応用」

東北大学　電気通信研究所　教授　尾辻　泰一　氏

講演 3 「エアロゾルデポジション法による常温セラミックスコーティングとエネルギー関連デバイスへの応用」

独立行政法人 産業技術総合研究所　上席研究員(兼)グループ長　明渡　　純　氏

講演 4 「電子ビームPVDによる航空機エンジン用熱遮蔽セラミックスコーティング」

財団法人　ファインセラミックスセンター　所長代理　松原　秀彰
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第6回 ナノ構造研究所・計算機セミナーを開催

　8月23日（火）～24日(水) JFCCにおいて、第６回材料計算セミナーを開催しました。
　本セミナーはナノ構造研究所の活動の一環として，最新の第一原理計算とその応用の一端を知っていただくことを
目的に開催しており、今回で６回目になります。今回は大規模な有限温度での強誘電体物性をシミュレーションでき
る有効ハミルトニアン法計算コード "feram" （http://loto.sourceforge.net/feram/）の開発者である東北大学　西松　毅
先生をお招きして最新の第一原理計算を応用した材料特性予測に関する講演を頂きました。中部地区の企業様を中心
に10機関からご参加いただき、大変有意義なセミナーとすることが出来ました。

第12回 4セラミックス研究機関（東工大-名工大-JFCC-NIMS）
合同講演会を開催しました

　9月26日（月）にＪＦＣＣにおいて、「ナノ構造制御に基づくセラミックスの
創成 ～グリーン・イノベーションを牽引するセラミックス～」をテーマに4
セラミックス研究機関合同講演会を開催いたしました。本合同講演会は、Ｊ
ＦＣＣ、名古屋工業大学、東京工業大学、物質材料研究機構の４機関による講
演会で、今年で１２回目となります。以下の8件の講演と、ＪＦＣＣナノ構造
研究所の最先端電子顕微鏡設備の見学が行われました。約90名の参加者があ
り、最先端情報の入手、議論、意見交換の場として有意義な機会となりました。
講演会終了後には、交流会がもうけられ、研究者の交流の良い機会を与えて
頂きました。なお、来年度は物質材料研究機構にて実施される予定です。

「欠陥構造型酸化物プロトン導電体　～欠陥の熱力学と電気化学的性質～」

「SiC True Nano構造形成技術開発」

「収差補正STEMによる原子直視と材料設計」

「第一原理計算を用いた固体イオニクス材料の理論解析」

「高圧合成法における、超硬質材料の組織制御」

「フラーレンとセラミックスとの複合化の試み」

「ペロブスカイトBi1-xLaxNiO3におけるサイト間電荷移動誘起巨大負の熱膨張」

「鉄系超伝導体の臨界電流密度とジョセフソン接合」

武津　典彦　（名工大）

江龍　　修　（名工大）

幾原　雄一　（JFCC）

桑原　彰秀　（JFCC）

谷口　　尚　（NIMS）

宮澤　薫一　（NIMS） 

東　　正樹　（東工大）

平松　秀典　（東工大）
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愛知産業技術研究所・名古屋市工業研究所・JFCC合同研究発表会の開催
～明日を拓くモノづくり新技術2011～

　10月20日(木)、名古屋商工会議所と3研究機関の主催で
合同発表会を名古屋商工会議所2階ホールにて開催しまし
た。2件の基調講演をはじめ3機関の研究発表、ポスターセッ
ションの他に各機関の紹介コーナーを設けて、165名の方々
に参加いただきました。
　JFCCからは、下記の2件の発表と6枚のポスター掲示を
行いました。

・「耐熱･耐環境厚膜から機能性薄膜までのコーティング技術」
　材料技術研究所 山口 哲央

・「熱線反射のための透明導電膜の開発と評価技術」
　材料技術研究所　奥原 芳樹

　今回は、研究発表とポスターセッション会場が同一ホールで行われ、活発な質疑応答がなされました。

「第8回名古屋駅前イノベーションハブ技術シーズ発表会」を開催

　2011年9月16日（金）、中部地域での産学官連携活動の活性化のため、第8回
名古屋駅前イノベーションハブ技術シーズ発表会（ファインセラミックスセ
ンターの技術シーズ）を名古屋駅前イノベーションハブ会議室で開催致しま
した。ほぼ定員の33名の方々に参加頂きました。
　尚、本技術シーズ発表会は名古屋駅前イノベーションハブ運営協議会が主
催し、中部経済産業局のご協力の下、名古屋駅前イノベーションハブを舞台
に継続的にほぼ隔月で開催しており、広く産業界の皆様に中部地域の研究機
関の技術シーズを紹介する事を目的にしております。

国際セラミックス総合展2011の開催

　10月12日(水)～14日(金)、東京ビッグサイトにて開催された「国際セラミッ
クス総合展」に日本セラミックス協会、日本ファインセラミックス協会など
と共に主催者として出展しました。「セラミックス基盤技術の蓄積と最先端
領域へのチャレンジ」をテーマに77社･団体が出展しました。ＪＦＣＣは「試験
評価技術シーズ」および「ＪＦＣＣトピックス」等のポスター展示でＰＲに努
めました。また、フルフラス記念先端セラミックスシンポジウムとセラミッ
クスセミナーでは各々下記の講演をおこないました。

・「ＪＦＣＣにおけるエネルギー・環境分野への取組」
　材料技術研究所　松原　秀彰

・「酸化セリウムのガラス研磨メカニズムと代替材料の可能性」
　材料技術研究所　須田 聖一
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（種村所長）（PAN Wei教授）

nano tech 2012
第11回　国際ナノテクノロジー総合展･技術会議に出展予定

～Life＆Greenナノテクノロジー ナノイノベーション～

　日本最大規模のナノテクノロジーに関する展示会である「nano tech 2012」に出展します。
　JFCCブース(Ａ-16　東4ホール)へのご来場をお待ちしております。
・ 開催日時 ： 2012年2月15日（水）～17日（金） 10：00～17：00
・ 開催会場 ： 東京ビッグサイト東展示棟4･5･6ホール、会議棟

透過型電子顕微鏡（TEM）を常設展示ホールに展示

　常設展示ホールには、ＪＦＣＣの特別賛助会員、賛助会員として常日
頃ご支援をいただいております企業各社の皆様を中心に製品の展示を
いただいております。それら製品は、セラミックスの原料、材料、部品、製
造設備、デバイス、機器、システムなど、セラミックスに係る広範な産業
分野にわたっており、国内外の来訪者から大きな関心が寄せられており
ます。
　今回、その一画に透過型電子顕微鏡の実物を展示致しました。合わせ
て電子顕微鏡の説明及びその活用例のパネルもご用意致しましたので、
ご来場をお願い致します。
　なお、この展示ホールは、セラミックス関連産業の一大集積地域であ
る中部地域に限らず、全国的規模で見てもセラミックス関連製品がこれ
ほど充実した内容で1ヶ所に集積展示されている例はありません。是非、
セラミックス製品展示につきましてもご活用をよろしくお願い致します。

中国 清華大学との協力協定締結

　10月14日、中国／北京にて清華大学／State Key Lab. of New Ceramics & 
Fine Processingと技術的交流を目的とした協力協定を締結しました。この協
定により研究員の交流、科学技術情報の交換、共同研究実施の交流が推進さ
れます。この協力協定締結は韓国窯業技術院、フランス国立工業セラミック
ス学校及び付属機関（リモージュ）、中国科学院上海ケイ酸塩研究所、韓国KFCC、
中国科学院広州エネルギー研究所に続く、6番目の協定となります。
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　2011年9月11日から22日までアメリカのクリーブラ

ンドで開催された、 The 2011 International Conference 

on Silicon Carbide and Related Materials（ICSCRM）とポー

ランドのワルシャワで開催されたEuropean Materials 

Research Society 2011 Fall Meeting（EMRS） に出席する

ために海外出張へ行った。たまたま、日程が重なったた

めであるが、ICSCRMで2件の発表、EMRSでも招待講演を

含む2件の発表があり、22日朝に成田到着後、昼から東

京で依頼公演を行うというハードな日程となった。 

出席した2つの学会は非常に対照的なものであった。

ICSCRMはSiCの材料開発・評価手法からデバイス・シス

テムに至る半導体としてのSiCに特化した会議であり、

約500人（日本人は約4割）の出席者の研究内容の重なり

が大きい。そのため、研究の進展も非常に早いうえ、報

告された研究に関する質問や議論が深く、自分自身の

今後の研究へのフィードバックが大きい。また、研究の

目的が明確であり、実用化が視野に入っているため企

業研究者の割合が高い学会である。開催場所は、宿泊し

たホテルの会議室で朝から晩まで講演が詰まっており、

エレベータで朝会議室に行き夕方講演が終わるまで一

度も外にでることなく過ごし、やっと夕食をとるため

外出というのが会期中のスケジュールであった。シカ

ゴの入国審査で日本人が皆一様にICSCRM（Ice creamと

発音する）という名の国際会議に参加するために来た

と言うのでしまいには審査官が笑い出したというのが

唯一のこぼれ話である。

一方、EMRSはヨーロッパの材料学会であるが出席者が

約800人で13分野に分かれており、研究内容の重なりが

小さく議論の深まりは期待できなかった。出席者は大

学や研究所の研究者が多くまた、ヨーロッパの特徴か

実用化よりは基礎研究(知的好奇心)に主眼を置いた研

究が多いため、ユニークな研究が多くシーズの多様さ

には目を見張るものがあった。出席者の目的も議論の

深まりよりは、共同研究者を探す方が強い様に感じら

れた。会場は宿泊したホテルから徒歩5分程のWarsaw 

University of Technologyであったが中へ入って驚いた。

中央に吹き抜けの広い広間があり、広間を取り巻く様

に回廊があり、その外側に教室が配列している。日本の

無味乾燥な大学とは異なり、お城の様な建物であった。

感動して写真に収めようと思ったが広すぎて一部しか

映らなかった。

　最後に本出張にご尽力いただきました皆様に深く感

謝申し上げます。 

ICSCRMとEMRS会議に参加して

材料研究所　エレクトロ・マテリアルグループ
主任研究員　石川　由加里

ワルシャワ市キューリー夫人博物館ワルシャワ工科大学学会会場のホール



　2011年10月1日付けで（株）ノリタケカンパニーリミテドから出向して参り
ました黒部久徳と申します。JFCCでは現在、Liイオン電池に関する研究に従事
しています。
　私は大学時代、オージェ電子分光法を用いた標準スペクトル計測を行う為、
表面分析について研究していました。また、ノリタケカンパニーへ入社後は、
分析/測定を専門とする部署に所属し、研究開発、各種クレーム対策の為に表
面分析装置を中心とした測定を行って参りました。
　JFCCではTEMによる材料の観察/分析が中心であり、これまでとは異なった装置を扱うため、戸惑うことが多いと
思いますが、全力で取り組んで測定技術を習得し、研究に貢献したいと思っております。 
　JFCCの研究員の皆様は非常に優秀な方々であり、また、アカデミックな環境において研究させて戴く事は、大変貴
重な経験であり、刺激的でやりがいを感じております。皆様にはご迷惑をおかけすることも多いと思いますが、ご指導・
ご鞭撻の程、よろしくお願い致します。

Japan Fine Ceramics Center職員紹介職員紹介
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　I am Xiang Gao from China. I enjoy learning new things every day. I chose 
scientific research for my career and obtained a Ph.D. in Materials Physics and 
Chemistry from the Shanghai Institute of Ceramics, Chinese Academy of 
Sciences. My research interest is the microstructural investigation of advanced 
functional materials, especially grain boundaries and interfaces in crystals and 
their relationship with the origin of materials properties. I specialize mainly in the 
use of AEM/STEM methods.     
　I joined JFCC as a member of the Nano-interface Analysis Group of the Nanostructures Research Laboratory on 
September 1st, 2011. I feel honored to have this chance to work in one of the top laboratories in the world, with many 
outstanding scientists as well as cutting-edge facilities, which encourages me further to do my best here. 
　Finally, I'd like to thank all my new colleagues at JFCC for their kind help.

高　翔（Xiang Gao）

Nanostructures Research Laboratory
Nano-interface Analysis Department

（ナノ構造研究所　微構造・界面解析部）

　2011年7月1日付で、中部電力から出向してまいりました、垂見と申します。
ＪＦＣＣでは、事務局にて、主に人事業務および購買業務を担当させていただ
いております。着任して6ヶ月経ちますが、ようやく職員の皆さんの顔と名前（と
キャラ？）が一致して参りました。また、上司・部下をはじめ、職場のメンバー
にも恵まれ、毎日明るく快活に業務に取り組んでおります。
　JFCCのさらなる発展に寄与しながら、自分自身も成長できるように、毎日
取り組んで行きたいと考えています。
　ご指導とご協力を、よろしくお願い致します。　
　言行一致！　時間厳守！　仕事は明るく元気よく！　をモットーに！

事務局　　垂見　敏男

ナノ構造研究所
電子線ホログラフィーグループ　　黒部　久徳
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ＪＦＣＣニュース第１０３号　　発行日　２０１２年１月１日
　　　　　　　　　　　　　　　発行所　（財）ファインセラミックスセンター　　〒４５６－８５８７　名古屋市熱田区六野２－４－１
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事業案内事業案内

平成２３年７月１４日付
　出向元復帰　　研究企画部　経営改革グループ長

平成２３年７月３１日付 
　退職（定年）　研究企画部　担当部長 
　　　　　　　　兼　フロンティア推進グループ　主幹研究員
　　　　　　　　兼　エレクトロ・マテリアルグループ　主幹研究員

平成２３年９月１日付
　嘱託採用　　　ナノ構造研究所　微構造・界面解析グループ　研究員

平成２３年９月３０日付
　出向元復帰　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　主任研究員

平成２３年１０月１日付
　出向受入　　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　主任研究員

平成２３年１２月１日付
　異動（兼務解除）ナノ構造研究所　ナノシミュレーショングループ長
　　　（任命）　　ナノ構造研究所　ナノシミュレーショングループ長

神野　克彦（新日本製鐵（株））

柴田　典義

高　翔

山口　敏範（（株）ノリタケカンパニーリミテド）

黒部　久徳（（株）ノリタケカンパニーリミテド）

平山　司
森分　博紀

人の動き

表　彰

『The ３rd International Symposium on Advanced Microscopy 
and Theoretical Calculations（AMTC3）』開催のご案内

　世界からトップレベルの科学者、技術者を招き、ナノ構造解析、最先端の材料設計に用いられる、電子顕微鏡・理論計算について
その最新技術と成果を深く議論する『最先端の顕微鏡と理論計算に関する国際シンポジウム』が第1回（2008年）第2回（2010年）に
開催されました。この2回とも、20～30件の招待講演、100件以上のポスター発表が行われ、十数ヶ国から約300名の参加者を集め、
成功裏に終了することができました。

　この国際シンポジウムは2年に1度の開催を予定しており、このたび、2012年5月9日～11日（長良川国際会議場）に　第3回（AMTC3）
を開催いたします。AMTC3でも万博理念を広く継承するとともに、これらの最新情報は優れた機能を有する新材料の合理的な設
計を可能とし、新材料創出に役立つものであり、材料科学、産業、究極的には地球環境の保護、社会の永続的発展に大きく貢献する
と考えております。

　なお、詳細な情報については公式ホームページをご覧ください。 【公式HP】：http://www.congre.co.jp/amtc3/ 

○ フジサンケイビジネスアイ
　 第２５回独創性を拓く先端技術大賞　企業・産学部門
　 「経済産業大臣賞」
　 受賞日　　　平成２３年７月２７日
　 受賞者　　　橋本　雅美
　 　　　　　　京本　政之（日本メディカルマテリアル(株)）
　 　　　　　　山脇　昇（日本メディカルマテリアル(株)）
　 　　　　　　茂呂　徹（東京大学）
　 　　　　　　石原　一彦（東京大学）
　 　　　　　　川口　浩（東京大学）
　 　　　　　　高取　吉雄（東京大学）
　 　　　　　　中村　耕三（東京大学）
　 受賞題目　　バイオミメティック技術を用いた長寿命型
　 　　　　　　人工股関節の開発と実用化

○ 公益社団法人応用物理学会
　 第３３回応用物理学会論文賞 「応用物理学会優秀論文賞」
　 受賞日　　　平成２３年８月３０日
　 受賞者　　　齋藤　智浩
　 　　　　　　平山　司
　 　　　　　　幾原　雄一
　 　　　　　　Scott D.Findlay（東京大学）
　 　　　　　　柴田　直哉（東京大学、JST）
　 　　　　　　佐藤　幸生（東京大学）
　 　　　　　　松田　潤子（産業技術総合研究所）
　 　　　　　　浅野　耕太（産業技術総合研究所）
　 　　　　　　秋葉　悦男（産業技術総合研究所）
　 受賞題目　　Direct Imaging of Hydrogen within a 
　 　　　　　　Crystalline Environment

JFCC の動きJFCC の動き


